
多くの生物が暮らす厚真町浜厚真の湿地を守るため、未来の子どもたちに継承するため 

（仮称）苫東厚真風力発電事業の計画中止を求めます！ 
 
 ラムサール条約登録湿地のウトナイ湖に隣接している厚真町浜厚真を含む勇払原野は、夏は

冷涼で冬は雪が少なく、特異な気候が生き物たちを育んでいます。ここは太古以来の渡り鳥

（ハクチョウやガン類など）のルートにもなっています。 今年も浜厚真ではタンチョウが営巣

し、チュウヒが飛んでいます。 

 

 この場所に計画されている風力発電の風車は、大型の風車（最大高さ１２０～１５５ｍーさっ

ぽろテレビ塔と同等の高さ）で、この地に林立（６基～１０基）することは、それを支える基盤と

共に、湿地を含む繁殖地の喪失、渡りの阻害が考えられます。そして、２０年から２５年の稼働

に過ぎない風車を建設することにより、失われる自然は二度と再生できません。また、この事

業は準備書を用意している段階です。 

 
 「自然」は微妙なバランスの上に成り立ち、一度壊れてしまうともう二度と戻りません。自然

に近い地域に住む者は景観も含め、自然と共に生きています。自然は「心の豊かさ」を生み、

それがあるからこその故郷です。 

 

この豊かな自然を未来の子どもたちに残すために、私たちは「風力発電事業」の

計画中止を求めます。 
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（仮称）苫東厚真風力発電事業の計画中止を求めます！ 
【署名欄】 

※自筆（消せるボールペン・鉛筆・シャープペンシルは不可）で署名いただきますようお願いします。 

氏 名 住 所（例：北海道勇払郡厚真町）※市町村名のみご記入ください 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

※署名いただいた個人情報につきましては事務局にて適切に管理し保護いたします。 

・集約したデータにつきましては，「ネイチャー研究会 inむかわ」で保存の上、事業者（大阪ガス株式会社・Daigas

ガスアンドパワーソリューション株式会社）や関係行政機関（経済産業大臣・環境大臣・北海道知事・厚真町長・苫

小牧市長）に届けます。 

・署名発信者：ネイチャー研究会 inむかわ 

・問い合わせ：ネイチャー研究会 inむかわ（Email：ｎaturemukawa１９９６＠gmail.com） 

・署名用紙送付先住所：054-0032 北海道勇払郡むかわ町福住 3丁目１４４ 小山内恵子 宛 

・署名賛同団体：公益財団法人 日本野鳥の会・日本野鳥の会苫小牧支部・一般社団法人タンチョウ研究所・道央圏

タンチョウ見つけ隊・野鳥お勉強会・野幌森林公園を守る会・公益財団法人日本生態系協会・北海

道アオサギ研究会・酪農学園大学 環境共生学類 環境動物学研究室・一般社団法人北海道自然保

護協会・苫小牧 沼辺の会   （令和 6年 5月 31日現在） 

・提出の関係上，締め切りは令和６年７月１５日必着とします。 

・用紙が足りない場合は，お手数ですがコピーしてお使いください。 

※この用紙に署名いただいた方は、デジタル署名はご遠慮ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご署名いただき、ありがとうございます 

←オンライン署名もできます！ 

https://chng.it/w6m8Jg2SYK 

 

https://chng.it/w6m8Jg2SYK

